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1 はじめに   

地震等の自然災害は交通機能を長期的に低下させる．  

また，日常的にも交通事故や道路工事による道路閉塞  

がたびたび発生し，渋滞や迂回等で利用者に負担を強  

いる．したがって，道路閉塞による損失を軽減し得る  

頑健な道路網に関する研究が必要である．本研究では，  

格子状道路網における閉鎖箇所と迂回距離との関係を  

理論的に導出する．   

2 迂回距離分布   

移動の起終点は1辺の長さがαである格子状道路網  

上で一様に分布すると仮定する．道路網上で1箇所が  

通行不能となったとき，迂回を強いられる移動は図1  

～9の9パターンに必ず属す．1）～4）は閉鎖箇所が存  

在するt」ンクに移動の起終点がともにない場合，5）～  

9）はリンク上に移動の起終点がある場合に対応する．  

1）の場合，迂回が生じるのはβ＋亡≦αのときであり，  

迂回距離はれ＝2（α－β－りとなる．迂回距離れが〃  

以下である移動量ダ1（封）はれ≦封⇔亡≧－β＋α－y／2  

より，図中斜線部の面積として  

柚）＝芸（α一芸）っ（0≦y≦2α）（1）  

と表現できる．他のパターンについても同様にして  

蔦（y）が求まる．  

2）％＝2（α－β）  

勒）＝≡封，（0≦y≦2α） （2）  

3）鴇＝2（α－ざ），（5≧り，鴇＝2（α一抹（5くり  

勒）＝yト芸），（0≦封≦2α）（3）  

4）坑＝2α  

6）鴇＝2（t9－f＋α）  
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図1：迂回1）  
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図2：迂回2）  

為（y）＝α2，（訂＝2α）  

5）鴇＝2（β＋f＋α），（0≦祝＜α／2）  

（4）  

喜（嘗一α）2，  
（2α≦封＜2（α＋祝））  

喜由一－2α一ひ），  

（2（α＋祝）≦y＜2（2α一視））  

祝（α一視卜圭（2α一書）2，  

（2（2α一視）≦y≦4α））   

図：i：迂回3）  

（5）  馬（y）＝  

図4‥迂回4）  
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移動の・・11．3％が迂回をさせられている．総迂回距離申  

は祝＝α／2の外側近傍にて値が高い．注目すべきは，．  

祝＝α／2前後での大小関係が◎と申が逆になってい  

る点であり，これはα／2を超えた時点で，図10右の  

ような長距離の迂回を強いられる移動が増えるためで  

ある．  
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図5：迂回5）  
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図1（）：4×4格子状道路網  
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図7：迂回7）  
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図11：迂回トリップ量  
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図9：迂回9）  

3 計算例   

迂回を強いられるトリップ量◎，・総迂回距離申は   

◎＝瑚，せ±上Ⅶy普dy・（10）  

と得られる．4×4の格子状道路網（図一10左）を考え  

る．図11，12はそれぞれ道路網の中心0から閉鎖箇  

所までの距離㍊を変化させたときの迂回トリップ量◎，  

総迂回距離申を表している．いずれも交差点から中  

心に近付くにつれて緩やかに減少し，中心から遠ざか  

るにつれて顕著に減少することが分かる．迂回トリッ  

プ量◎は㍑±＝α／2の内側近傍で大きくなり，全ての  

図12：総迂回距離  

4 おわりに   

格子状道路網における迂回距離分布を求め，閉顔箇  

所と迂回トリップ量，総迂回距郡との関係を解析的に  

明らかにした．   
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